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Emile Boissonade de Fontarabie, 1825–1910）が、明治 26（1893）年 9月に、
フランス学士院（l’Institute de France）の精神・政治科学アカデミ （ーl’Acade´mie
des Sciences morales et politiques）に提出し(1) 、翌明治 27（1894）年 1月か
ら 2月にかけて、横浜で発行されていた『仏文雑誌（Revue franc¸aise du Japon）』
第 24・25・26号に連載された論文「日本の旧慣と新民法典（Les anciennes coutumes
du Japon et le nouveau code civil）」である(2) 。
この論文は、副題に「ウィグモア氏の二著の刊行を契機として（a` l’occasion
d’une double publication de M. John Henry Wigmore）」と記されているよう
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法律論叢 89巻 6号
に、当時慶應義塾の教壇に立っていたウィグモア（John Henry Wigmore）による
二著作、①『旧日本における私法研究のための資料（Materials for the Study of
Private Law in Old Japan）』―論文の内容から見て、ボワソナードが当該論文
を執筆する際に参照できたのは、右資料集全 8巻刊行予定のうち、第 2巻『契約：
民事慣習（Contract：Civil Customs）』（明治 25年 6月刊）、第 3巻『契約：先例
（Contract：Legal Precedents）』の 1『金銭貸借：賃貸と賃借（Money Loans：
Letting and Hiring）』（同年 10月刊）と第 5巻『所有：民事慣習（Property：Civil
Customs）』（同年 7月刊）の 3冊であったと推測される―、および、②横浜で発
行されていた英字新聞の一つであるジャパン・メイル紙（Japan Mail）に連載さ
れた「新法典と旧慣（New Codes and Old Customs）」（Japan Weekly Mailで


















(1)本論文は、同アカデミーの 1894年第 1期報告集（le Compte-Rendu des se´ances et
travaux de l’Acade´mie des Sciences morales et politiques, 1894, 1er semestre）にも
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(1)『日本における私法研究のために資料（Materials for the study of private law in
Japan）』―日本アジア協会（Asiastic Society of Japan）の後援と費用によって出版さ
れた―、および「日本の新法典と旧慣（New Codes and old customs of Japan）」。
(2)これら最近の二法典とは、民法典と商法典である。刑事の二法典については、10年以上
前から、また民事訴訟法典は 2年以上前から、施行されている。
(3) 1890年に公布された、これら二法典は、1893年 1月 1日に施行されるはずであった。議
会が 1896年 12月 31日までの延期を可決したのは、1892年 6月であり、また、天皇の
裁可は、1892年 11月 22日に下されたばかりである。
(4)私は、すでに昨年（1892年 8月）、『仏文雑誌』（Revue franc¸aise du Japon）に、「議













































































え、裁判所は、ほとんどの訴訟を、諸慣習（les usages et coutumes）を適用する
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のである。私には、諸大臣の助言は、「政者正也（le principe du Gouvernement




































































































































jus vita nacisqueには及ばない）父権（la puissance paternelle）が、依然とし
て極めて広汎に法典に残されている。とりわけ、子供は、何歳になっても、その父
親あるいは父方の祖父の合意がなければ結婚できない［旧民法 38・39条］。矯正
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い）、その重大さのゆえに、同一の制裁を備えなければならなかった。私の感情は、
西欧において、子供が扶養権の確認を裁判所に求めるのを見るよりも、その必要が
あると思われる子供を、両親が安逸に耽って扶養しないのを見ることの方が、はる
かに傷つけられるであろう。
また、日本の法典は、フランスに存在せず、一般的にヨーロッパにも存在しない
強制的な扶養義務を、兄弟間に課したと批判された。しかし、年少者や姉妹たちを
極めて哀れむべき貧困に晒すのは、まさに長子権の必然的な結果であることを看過
してはならない。長男だけが父親の財産を承継する以上、長男は、その金銭上の全
債務を履行しなければならない。また、長男は、とりわけ彼自身に子供がいる場
合、年少者に対して、父親としての愛情を持たないであろうだけになおさら、裁判
所による制裁はますます必要となる。この義務は、扶養を求める必要性が「疾病も
しくは自己の過失に責めを帰すべからざる他の原因に」帰する場合に制限される
［人事編第 3章「親属及ヒ姻属」27条「疾病其他本人ノ責ニ帰セサル事故」］。
それゆえ、人事法に関して、民法典が旧来の基本的諸原則を修正してはいないこ
と、そして、民法典がその修正を行い、また二次的な諸点を修正したとすれば、そ
れは、日本の立法の最大の名誉であることは、公正な人々にとっては明確である。
さらに、法典編纂という方式一般を、立法の発展と完成に対して妨害するものと
批判する前述の人たち自身が、同時に、最も古い伝統的慣習のなかに立法を固定化
しようと望んでいるのは、論理的な誤りとすら言えない。
原注
(5)論語［巻第六、顔淵］第 12の 17。
(6)日本では、君臨している君主の名称ではなく、象徴的で吉兆の名である特別な名称で、治
世ごとに新しい時代を形成する。かくして、今の時代は、明治すなわち社会的な平穏の
時代である。年代記で言うと、日本の特異な王朝の創始者である神武天皇の即位にまで
年代を遡れないのは残念であるが、今は、2553年！と推定される。
(7)日本には、イギリス法・ドイツ法およびフランス法の半官立学校が存在する。これらの学
校は、設立に際して、政府から多大な援助を受けた。帝国大学は、この三種類の法のた
めに、別個の科と外国人教師さえ擁している。制度は、確かに自由主義的であるが、し
かし、この制度は、法典をめぐって既に生み出した分裂のほかに、どれほど法典が裁判所
で適用されても、裁判所において、別の、そしてより永続的な分裂を生み出すことになる
であろう。
(8)この数字は、ほとんど信じがたいが、日本政府から国際法会議に派遣された貴族院議員
兼貴族院書記官長であった金子堅太郎氏が、1892年 9月 5日～10日にジュネーヴで開
催された同会議での報告で示したものである。
（明治大学法学部教授）
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